
2007

1
January

今月号の主な内容
■ 新年を迎えて　大平村長  ………２
■ 広報たかぎ
　・エコロジーな村づくりへ  ……………４

　・平成１７年度末バランスシート  ………５

　・老人医療費の状況  ……………………６

　・年末年始のご案内  ……………………８

■ 健康アップＰＰＫ  ………………１３

■ 学校だより
　・第一小学校　学校じまん  ……………１４

■ 椋鳩十記念館だより  ……………１５
■ 交流センター便り  ………………１６
■ ひなたぼっこ  ……………………１７
■ オフトークたかぎ  ………………１８

第19回 夕やけ祭第19回　夕やけ祭
11月26日（日） 参加された皆さんの前で11月26日（日）　参加された皆さんの前で

第二小、二年生によるオペレッタ「たぬきの糸車」が上演されました。第二小、二年生によるオペレッタ「たぬきの糸車」が上演されました。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
大
変
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
村
内
に
大
き
な
災
害
も
な
く
、
平
穏

に
新
年
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
戦
後
六
十
余
年
が
経
っ
た
今
、
社
会

に
は
大
き
な
歪
み
が
生
じ
、
こ
れ
ま
で
の
日
本

で
は
想
像
も
つ
か
な
い
事
件
や
出
来
事
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
な
ん
と
も
い
い
よ
う
の
な
い
凄

惨
な
事
件
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。
動
機
や
背
景
、

家
族
構
成
は
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
生
命
の
大

切
さ
、
親
を
尊
ぶ
心
、
子
供
へ
の
愛
情
、
家
族

の
絆
な
ど
を
軽
視
し
た
風
潮
が
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
十
七
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
太
平

洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
直
後
で
し
た
。
現
在
の
若

い
人
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
不
便
で
物
が

な
く
、
日
々
生
き
て
行
く
こ
と
で
精
一
杯
な
時

代
で
し
た
。
そ
れ
で
も
お
互
い
が
懸
命
に
努
力

し
、
貧
苦
の
中
か
ら
這
い
出
そ
う
と
意
欲
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。
小
中
学
校
時
代
は
ど
の
教
室

も
五
十
人
を
超
す
生
徒
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
秩
序
や
規
律
が
守
ら
れ
て
い

た
の
は
何
ん
だ
っ
た
の
か
。
家
族
が
い
た
わ
り

合
い
、
志
に
あ
ふ
れ
、
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ

ま
の
互
助
の
精
神
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
と
思

い
ま
す
。

　

村
で
も
昨
年
は
第
四
次
総
合
振
興
計
画
が
出

来
、
今
後
十
年
間
の
計
画
が
立
て
ら
れ
、
そ
れ

を
基
本
に
今
進
め
て
お
り
ま
す
。
計
画
の
基
本

理
念
と
し
て
、
七
〇
〇
〇
人
を
維
持
し
、
隣
近

新新新新新新新新新新
年年年年年年年年年年
をををををををををを
迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎
ええええええええええ
てててててててててて

新
年
を
迎
え
て

喬
木
村
長　

大　

平　

利　

次
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所
の
顔
が
見
え
、
心
が
通
い
合
い
、
か
つ
隅
々

ま
で
目
配
り
の
行
き
届
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

構
築
と
し
て
い
ま
す
。

　

喬
木
村
は
発
足
か
ら
一
三
二
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
悠
久
の
時
を
経
て
守
り
育
て
ら
れ
た
精

神
は
、
親
や
先
輩
達
か
ら
教
育
さ
れ
た
こ
と

で
、
道
徳
観
や
公
共
の
精
神
を
わ
き
ま
え
て
い

ま
し
た
。
村
出
身
の
児
童
文
学
者
、
椋
鳩
十
先

生
の
作
品
の
中
に
「
心
に
金
の
鈴
を
」
と
言
う

エ
ッ
セ
イ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
先
生
は
、「
幼

い
日
の
子
供
の
心
に
、
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
の
心

を
し
っ
か
り
と
植
え
込
ん
で
い
く
も
の
は
、
母

親
の
語
り
聞
か
せ
る
物
語
で
あ
る
と
思
う
。
日

本
の
現
実
は
、
そ
の
人
の
人
物
よ
り
、
働
き
よ

り
、
ま
だ
ま
だ
一
流
大
学
と
か
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ト
の
方
が
優
位
に
あ
る
よ
う
だ
。
だ
か
ら
幼
い

日
か
ら
、
は
る
か
先
の
入
試
を
考
え
た
ら
、
知

識
万
能
と
考
え
る
お
母
様
に
な
る
の
も
無
理
も

な
い
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
け
れ
ど
、

子
供
の
こ
と
も
少
し
は
考
え
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
十
分
で
も
十
五
分
で
も
、

縁
側
に
腰
掛
け
な
が
ら
で
も
、
子
供
と
お
や
つ

を
食
べ
な
が
ら
で
も
良
い
。
美
し
く
、
優
れ
た

物
語
を
、
お
母
様
の
口
か
ら
じ
か
に
話
し
て

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
語
ら
れ
、
最
後
に

「
心
の
し
わ
の
中
に
度
重
な
っ
て
、
深
く
深
く

刻
み
込
ま
れ
た
も
の
を
思
う
心
や
、
感
激
や
、

母
の
声
や
、
に
お
い
や
、
諸
々
の
情
緒
は
一
生

を
通
じ
て
金
の
鈴
の
よ
う
に
爽
や
か
に
鳴
り
続

け
る
で
あ
ろ
う
と
。」
と
結
ん
で
い
ま
す
。
第

四
次
総
合
振
興
計
画
で
も
椋
文
学
の
里
づ
く
り

を
基
本
の
一
つ
に
立
て
て
い
ま
す
。
財
政
力
と

か
、
経
済
指
標
も
も
ち
ろ
ん
大
切
な
要
件
で
す

が
、
喬
木
村
が
自
立
し
て
い
く
根
本
は
、
心
に

鳴
り
続
け
る
金
の
鈴
、
豊
か
な
人
間
形
成
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
椋
文
学
の
や
さ
し
い
心

の
広
が
り
が
、
村
の
精
神
の
支
え
と
な
り
、
こ

れ
か
ら
の
村
づ
く
り
へ
の
ベ
ー
ス
と
な
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

　

本
年
も
『
み
ん
な
の
地
域
、
み
ん
な
が
主

役
』
を
目
指
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
、
笑
顔
と
元
気
、
真
心
を
忘
れ
ず
に
、

持
続
発
展
す
べ
く
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健

勝
を
、
あ
わ
せ
て
実
り
多
い
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、
新
春
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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昨
年
は
中
東
の
政
治
不
安
か
ら

石
油
価
格
が
高
騰
し
、
そ
れ
に
連

動
す
る
よ
う
に
石
化
燃
料
に
頼
ら

な
い
環
境
対
策
が
大
き
な
話
題
と

な
り
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の

石
化
燃
料
は
燃
や
す
こ
と
に
よ
り

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
増
大
さ

せ
、
そ
れ
が
原
因
で
地
球
温
暖
化

　

農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工

事
に
合
わ
せ
、
暖
房
用
に
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
を
導
入
し
ま
し
た
。
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
森
林
の
間
伐

材
を
加
工
し
た
ペ
レ
ッ
ト
を
ス
ト
ー

ブ
で
一
定
量
燃
焼
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
資
源
の
有
効
活
用

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

村
長
車
の
廃
止
と
合
わ
せ
、
出

張
用
の
車
輌
更
新
と
し
て
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
を
購
入
し
ま
し
た
。
ガ

ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
と
電
気
モ
ー
タ
ー

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
リ
ッ

タ
ー
当
た
り
二
五
�
以
上
の
燃
費

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

が
進
む
と
い
う
大
変
深

刻
な
問
題
を
地
球
に
住

む
み
ん
な
が
共
有
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決

の
た
め
、
全
世
界
で
自

然
環
境
と
調
和
（
エ
コ

ロ
ジ
ー
）
し
た
生
活
を

目
指
し
、
い
ろ
い
ろ
な

取
り
組
み
が
始
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
喬
木
村

で
も
今
年
度
か
ら
本
格

的
な
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

ペペペペペペペペペペ
レレレレレレレレレレ
ッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトト
スススススススススス
トトトトトトトトトト
ーーーーーーーーーー
ブブブブブブブブブブ

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

農村交流センターに導入したペレットストーブ

出張用ハイブリッド車の購入

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
環
境

対
策
と
し
て
は
大
変
小
さ
な
一
歩

で
す
が
、
通
勤
、
通
学
に
公
共
交

通
機
関
を
で
き
る
だ
け
利
用
す
る

な
ど
、
各
家
庭
や
職
場
で
取
り
組

む
こ
と
の
出
来
る
小
さ
な
一
歩
の

積
み
重
ね
で
、
地
球
環
境
対
策
を

よ
り
身
近
な
も
の
に
し
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
補
助
金

・
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
三
万
円

　
　
　
　
　

（
上
限
十
万
円
）

ハハハハハハハハハハ
イイイイイイイイイイ
ブブブブブブブブブブ
リリリリリリリリリリ
ッッッッッッッッッッ
ドドドドドドドドドド
自自自自自自自自自自
動動動動動動動動動動
車車車車車車車車車車

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

村村村村村村村村村村
のののののののののの
補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度

村
の
補
助
制
度
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主　な　指　標バランスシート

年　度 住民一人
当たりの
将来負担

将来世代
負担割合

負債比率
正味資産
構成比率

貸　　方借　　方

正味資産
合計

負債合計資産合計
うち有形固定資産

240千円33.46%58.24%63.19%4,8852,8456,9737,731平成元年度

306千円32.02%50.15%66.60%6,9093,4659,04410,374平成５年度

397千円33.56%51.79%65.88%8,3294,31411,11412,643平成10年度

204千円24.09%36.51%73.25%9,6603,52610,25013,186平成17年度

（単位：百万円）
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喬
木
村
の
老
人
医
療
費
の
状
況

喬
木
村
の
老
人
医
療
費
の
状
況

　

昭
和
七
年
十
月
よ
り
前
に
生
ま

れ
た
方
は
、
国
保
、
社
保
な
ど
の

被
保
険
者
証
と
は
別
に
、
白
い

『
老
人
保
健
法　

医
療
受
給
者
証
』

を
お
持
ち
で
あ
り
、
村
の
「
老
人

医
療
」
で
医
療
を
受
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
老
人
医
療
受
給
者
の
方
は
、

病
院
の
窓
口
で
一
割
（
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
方
は
三
割
）
を
支

払
い
ま
す
。
そ
し
て
、
残
り
の
九

割
（
ま
た
は
七
割
）
は
、
公
費

（
国
保
・
社
保
・
健
保
組
合
な
ど
）

か
ら
の
拠
出
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
公
費
の
村
負
担
分
と
し
て
、

村
の
一
般
会
計
か
ら
も
毎
年
多
額

の
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
に
繰

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
十
七

年
度
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額

は
八
、六
六
九
万
三
千
円
で
し
た
。）

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

一
人
当
た
り
老
人
医
療
費
は

約
六
五
万
四
千
円

　

十
七
年
度
の
喬
木
村
の
老
人
医

療
受
給
者
一
人
当
た
り
の
一
年
間

に
か
か
っ
た
医
療
費
額
（
患
者
負

担
額
＋
老
人
医
療
負
担
額
）
は
約

六
五
万
四
千
円
で
、
県
内
八
一
市

町
村
中
、
高
い
方
か
ら
数
え
て
三

四
番
目
で
し
た
。
十
六
年
度
と
比

較
す
る
と
、
約
一
割
増
加
し
て
お

り
、
こ
れ
は
入
院
医
療
費
等
の
増

加
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

図
１
に
、
喬
木
村
と
長
野
県
の
一

人
当
た
り
老
人
医
療
費
の
推
移
を

示
し
て
あ
り
ま
す
。
喬
木
村
の
一

人
当
た
り
老
人
医
療
費
は
、
長
野

県
平
均
よ
り
は
低
い
も
の
の
、
こ

こ
数
年
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

表
１
は
、
近
隣
の
市
町
村
の
一

人
当
た
り
老
人
医
療
費
を
示
し
た

も
の
で
す
が
、
喬
木
村
は
、
高
森

町
よ
り
は
低
い
も
の
の
、
飯
田
市
・

北
部
町
村
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

老
人
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は

若
い
人
の
三
倍

　

図
２
は
、
十
七
年
度
喬
木
村
国

保
の
一
人
当
た
り
医
療
費
を
示
し

た
も
の
で
す
。
七
五
歳
以
上
（
老

人
医
療
受
給
者
）
の
一
人
当
た
り

医
療
費
は
国
保
退
職
の
約
二
倍
、

国
保
一
般
の
約
三
倍
に
な
っ
て
お

り
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
医
療
費
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。医

療
費
を
大
切
に

医
療
費
を
大
切
に

　

老
人
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
一
般
会
計
か

ら
老
人
医
療
特
別
会
計
へ
の
繰

入
金
増
加
に
つ
な
が
り
、
村
の

財
政
を
圧
迫
し
ま
す
。
老
人
医

療
受
給
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

村
民
の
み
な
さ
ん
は
、
少
し
で

も
医
療
費
を
節
約
す
る
た
め
に
、

下
記
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

●
同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
を

掛
け
持
ち
受
診
し
な
い

●
時
間
外
・
休
日
の
受
診
は

な
る
べ
く
避
け
る
（
加
算

料
金
が
か
か
り
ま
す
）

●
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
ら

な
い

●
医
師
を
信
頼
し
指
示
を
守
る

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

●
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
心
が
け
る

●
十
分
な
睡
眠
・
食
事
、
適

度
な
運
動
を
心
が
け
、
病

気
の
予
防
に
努
め
る

17年度16年度15年度14年度13年度12年度

653,591円593,626円560,975円561,824円531,079円528,315円喬 木 村

672,987円634,998円612,088円596,558円602,378円594,262円県 平 均

34位72位87位73位99位94位順　 位

81112118 120120120 市町村数

表１　17年度１人当たり老人医療費

高い方から数えた
県内順位

１人当たり老人
医療費（円）

31位657,449円高　森　町

34位653,591円喬　木　村

39位648,940円飯　田　市

64位609,105円豊　丘　村

71位588,108円松　川　町

74位568,378円大　鹿　村

－672,987円県　平　均

図２　17年度喬木村国保１人当たり医療費

210,394円
0～74歳
国保（一般）

283,441円
60～74歳
国保（退職）

653,591円
75歳以上
老人医療
受給者

図１　１人当たり老人医療費の推移
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

一
月
の
結
婚
相
談
日

　

一
月
十
三
日　

土
曜
日

　

午
後
七
時
〜

　
　
　

午
後
八
時
三
十
分

　

喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室

　

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時

左
記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の

ご
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場

　
　
　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

市
瀬

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

飯
田
市
斎
苑
条
例
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
左
記
の
よ
う
に
使
用
料

金
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○火葬料（死亡者１体につき）

胞　　　衣死　産　児
１０歳未満の
死　　　体

１０歳以上の
死　　　体

区　　分

1,000円2,500円7,500円10,000円
市内に住居を
有 す る 者

10,000円15,000円30,000円50,000円
その他の者
（喬木村民）

○
施
行
日

　

平
成
十
九
年
一
月
一
日
よ
り

○
経
過
措
置

　

施
行
日
前
に
許
可
を
受
け
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
日
が

施
行
日
以
降
で
あ
っ
て
も
、
改
正

前
の
料
金
と
す
る
。

○動物炉使用料（愛がん動物１体につき）

１５�以上１５�未満区　　　　分

8,000円6,000円飼い主が市内に住居を有する者

14,000円11,000円
そ の 他 の 場 合
（喬　木　村　民）

　

喬
木
村
役
場
と
喬
木
村
教
育
委

員
会
で
は
、
村
内
保
育
所
と
椋
鳩

十
記
念
図
書
館
、
学
校
共
同
調
理

場
に
平
成
十
九
年
四
月
よ
り
週
五

日
間
お
勤
め
い
た
だ
く
保
育
士
と

図
書
館
司
書
、
給
食
調
理
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

申
込
は
、
役
場
総
務
課
窓
口
へ

平
成
十
九
年
一
月
十
五
日
ま
で
に

履
歴
書
を
ご
提
出
下
さ
い
。

●保育士
・勤務場所　　　　村内保育所

・募集人員　　　　3名

・資格要件　　　　保育士

・年齢要件・性別　不問

・報　　酬　　　　145,400円×14ヶ月

　　　　　　　　　2km以上通勤手当あり

・問い合わせ　　　役場内　総園長　33－2507

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

平
成　

年
４
月
採
用

１９喬
木
村

喬
木
村

嘱
託
職
員

嘱
託
職
員

募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集
要要要要要要要要要要
項項項項項項項項項項

募
集
要
項

●図書館司書 
・勤務場所　　　　椋鳩十記念館・図書館

・募集人員　　　　1名

・資格要件　　　　図書館司書

・年齢要件・性別　不問

・報　　酬　　　　138,400円×14ヶ月

　　　　　　　　　2km以上通勤手当あり

・問い合わせ　　　教育委員会　事務局長　吉川　�33－2002

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

●給食調理員 
・勤務場所　　　　学校共同調理場

・募集人員　　　　1名

・資格要件　　　　なし

・年齢要件・性別　不問

・報　　酬　　　　138,400円×14ヶ月

　　　　　　　　　2km以上通勤手当あり

・問い合わせ　　　教育委員会　事務局長　吉川　�33－2002

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

●
採

用

日

　

平
成
十
九
年
四
月
一
日

●
福　
　

利

厚
生
年
金
・
社
会
保
険
・
長
野

県
町
村
職
員
互
助
会

●
応
募
要
領　
　
　

・
提
出
書
類

履
歴
書
一
通（
市
販
の
も
の
、写

真
貼
付
、職
歴
は
も
れ
な
く
記

入
）

・
提

出

先

　

喬
木
村
役
場　

総
務
課

・
提
出
期
限

　

平
成
十
九
年
一
月
十
五
日

●
採
用
試
験

・
試
験
内
容　

　

個
別
面
接

・
試

験

日

　

平
成
十
九
年
一
月
二
十
日
�

　

午
前
中　

喬
木
村
役
場
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燃やすごみの収集

　１２月２９日（金）に収集しますので、２８日（木）の

夕方に出してください。

　１２月３０日～１月４日ま

では収集しません。

　年始は、５日（金）から

収集を始めます。４日（木）

の夕方から出して下さい。

椋記念図書館

　記念館・図書館は12月は28日（木）午前中まで

開館、28日（木）午後から１月

４日（木）まで休館とします。

　休館中の返却は、返却ポス

トまでお願いします。

オフトークたかぎ

　年末年始（12月29日～１月３日）までのお知

らせの原稿受付は、12月25日までにお願いしま

す。尚、今日の話題は12月23日から１月４日ま

で、お休みさせていただきます。

し尿くみ取り
　次の期間は休みとなります。

12月29日～1月4日まで休み喬木衛生社 �33－2113

12月30日～1月4日まで休み近代化清掃 �35－2412

12月28日の午後～1月4日まで休み北部衛生 �35－2706

村民バスの運行

１２月２８日（木）　まで平常運行

１２月２９日（金）　１・２便のみ運休

１月１日（月）　

　　

～

　　　　　　全面運休

１月３日（水）　

１月４日（木）　１・２便のみ運休

１月５日（金）　　　　〃

１月８日（月）　　　　〃

１月９日（火）　から平常どおり運行

火葬場の受付日
【飯田】1月1日（月）～1月3日（水）

1月4日（木・友引）は休み。

【西部・阿智】1月1日（月）～1月3日（水）

1月4日（木・友引）は休み。

【南部・阿南】12月31日（日）～1月3日（水）

1月4日（木・友引）は休み。

役場業務

　12月29日（金）～１月３日（水）の間は休みとな

ります。（ただし、出生届、婚姻届、死亡届等の届書

は12月29日から１月３日の間も受付けます。）

年末警戒について
　あわただしい年の瀬を迎え、消防署・消防団で

は12月25日から12月31日まで、年末警戒を実施

します。

　火災は、一人一人の心がけと、家族・ご近所の協

力体制が必要です。

　日ごろから、万が一の場合の協力体制を心が

け、家庭や地域から火災をなくしましょう。

平成18年度防火標語　　　　　　　　　

「消さないで　あなたの心の　注意の火。」

どんど焼きの届出について
　お正月の行事として、各地域でどんど焼きが

行われます。

　どんど焼きをする場合は、火災と間違えやす

く、また飛び火などにより火災が起こりやすい

ため、事前に消防署への届出が必要です。

　届出又は問合せは、最寄りの消防署又は分署

で受け付けています。

高森消防署　�35-0119（FAX兼用）

座光寺分署　�53-0119（FAX兼用）

社会体育施設・公民館

　12月29日（金）～1月3日（水）まで休館となり

ます。

情報誌 ２００7.19

水道冬季管理について

○水道メーターの防寒について

凍結によりメーターが破損するおそれがありますので、ボッ

クスの中へメーターを覆う程度にボロ布・発砲スチロール等

を入れてください。

○メーターボックス周りの除雪について

　降雪時にはボックス周りの除雪を行ってください。

○水道管の防寒について

不凍栓・凍結防止帯の点検を行い、凍結したり調子の悪い場

合は指定業者に修理依頼をしてください。

下水道がつまったら

　家庭内の下水道がつまったら、

直接指定業者へ相談して下さい。

水道工事指定店

電話業 者 名電話業 者 名

35-2437橋場設備管工34-2250ＪＡみなみ信州

35-6834 �Ｋ&Ｋフジタ23-6211�東設

35-4466�前野工業33-3426池田設備

23-5752�シノダ設備24-2843�中央住設

0265-
88-1025�たかはし設備工業33-4122宮下設備�

35-4550�タナダ工業26-9347三笠設備�

52-2230�大成工業24-7932�大原管工

22-5839協和設備�33-4517ウチヤマ設備

25-8848�長谷部住設33-4401�マルトモ

25-7078クリード�飯田支店33-2065�菅沼燃料設備

24-2424冨士設備�24-2121�旭管工

23-1291天竜水道�33-2333�高見ボイラー

22-3527飯田給排水故障修理�33-2415�オクテツ

35-4010南信冷熱工業�0265-
88-3600�むかいや設備

下水道工事指定店

電話業 者 名電話業 者 名

0265-
88-3600�むかいや設備24-7932�大原管工

33-2415�オクテツ23-6211�東設

35-2437橋場設備管工33-4122宮下設備�

35-4466�前野工業24-2121�旭管工

23-5752�シノダ設備33-4401�マルトモ

0265-
88-1025�たかはし設備工業33-4517ウチヤマ設備

35-4550�タナダ工業33-3426池田設備

52-2230�大成工業26-9347三笠設備�

22-5839協和設備�33-2065�菅沼燃料設備

25-8848�長谷部住設34-2250ＪＡみなみ信州

24-2424冨士設備�24-2843�中央住設

23-1291天竜水道�33-2333�高見ボイラー

35-4010南信冷熱工業�35-6834�Ｋ＆Ｋフジタ
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農
業
所
得
の
計
算
は

　

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
「
収

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支

計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

支
計
算
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
で

平
成
十
八
年
分
か
ら
、

す
べ
て
の
農
家
の
方
が

収
支
計
算
と
な
り
ま
す

　

以
前
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年
分
か
ら

農
業
所
得
は
「
収
支
計
算
」
に
よ

る
申
告
と
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
税
務
署
と
市
町
村

で
、
経
費
の
目
安
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年
分
か
ら

は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
為
、
全
て
の
農
家
の
方
は

「
収
支
計
算
」
に
よ
り
農
業
所
得

を
申
告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

収
支
計
算
は
、
収
入
や
経
費
を

項
目（
科
目
）ご
と
に
分
類
し
て
行

い
ま
す
。

　

収
入
は
、
販
売
金
額
や
家
事
消

費
金
額
な
ど
を
集
計
し
、
収
入
金

額
を
計
算
し
ま
す
。
ま
た
経
費
は
、

肥
料
や
農
薬
な
ど
支
出
し
た
科
目

毎
に
集
計
し
、
必
要
経
費
の
合
計

を
算
出
し
ま
す
。
収
入
金
額
か
ら

必
要
経
費
の
合
計
金
額
を
差
し
引

き
、農
業
所
得
を
算
出
し
ま
す
。
専

従
者
が
い
る
場
合
は
、
専
従
者
控

除
を
し
農
業
所
得
を
計
算
し
ま
す
。

　

例
年
の
と
お
り
二
月
十
六
日
か

ら
、確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
す

で
に
申
告
の
準
備
を
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
早
め
に
申
告
の
準
備
し
、
余

裕
を
持
っ
て
確
定
申
告
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

収
入
や
必
要
経
費
の
計
算
方
法

で
分
か
ら
な
い
点
が
あ
る
場
合
は
、

飯
田
税
務
署
や
役
場
税
務
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

飯
田
税
務
所　

�　

－

１
１
６
５

２２

役
場
税
務
係　

�　

－

５
１
２
１（
直
通
）

３３

平成１９年度遊休農地活用対策平成１９年度遊休農地活用対策
（苗木の補助）事業及び（苗木の補助）事業及び
小規模土地改良事業補助金の小規模土地改良事業補助金の

要望を受付します要望を受付します

　

村
の
農
業
は
、
担
い
手
の
高
齢

化
や
価
格
の
低
迷
、
遊
休
農
地
や

耕
作
放
棄
地
が
増
加
、
ま
た
、
有

害
鳥
獣
被
害
の
拡
大
な
ど
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
村
で

は
、
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
を
行

う
た
め
に
果
樹
や
花
木
な
ど
多
年

生
の
苗
を
購
入
し
た
場
合
に
「
遊

休
農
地
利
活
用
対
策
事
業
」
と
し

て
、
苗
木
購
入
費
の
一
部
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の

区
画
整
備
や
暗
渠
排
水
な
ど
簡
易

な
土
地
改
良
に
つ
い
て
は
、「
小
規

模
土
地
改
良
事
業
」
と
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
九
年

度
（
平
成
十
九
年
四
月
〜
二
十
年

三
月
）
中
の
補
助
金
交
付
の
要
望

を
次
の
と
お
り
受
付
し
ま
す
の
で

有
効
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
期
限
ま
で
に
要
望
書
等
を
、

交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
農
政
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
十
九

年
度
事
業
の
受
付
に
つ
い
て
は
、

今
回
だ
け
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

間
違
い
や
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

○
事
業
名

①
遊
休
農
地
利
活
用
対
策
事
業

（
多
年
生
苗
木
購
入
費
へ
の
補

助
金
交
付
）

②
小
規
模
土
地
改
良
事
業

　

（
区
画
整
備
、
農
地
造
成
、
暗

渠
排
水
、
農
道
な
ど
の
整
備
費

へ
の
補
助
金
交
付
）

○
要
望
方
法

　

要
望
書
及
び
添
付
書
類
を
、
交

流
セ
ン
タ
ー
内
農
政
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

要
望
書
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
ほ
か
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
要
望
受
付
期
間

　

平
成
十
九
年
一
月
十
二
日（
金
）

＊
有
害
鳥
獣
対
策
防
護
柵
な
ど
へ

の
助
成
は
、
随
時
申
請
を
受
け

付
け
い
て
い
ま
す
。

＊
詳
細
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、交
流
セ
ン
タ
ー

内
農
政
係（
�　

－

５
１
２
７
）

３３

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

みつばちを
飼っている方は
届け出が必要です

　養ほう振興法第３条の規定により、

みつばちを飼っている方（養ほう業

者）は、県知事に「みつばち飼育届」

の提出が必要です。次のとおり、届

出書の提出をお願いします。

　なお、この届け出により法定伝染

病である腐阻病の検査が行われます

ので、伝染病のまん延を図る観点か

らも、飼育者の方は必ず届け出をし

ていただきますようにお願いします。

　わからないことなどありました

ら、交流センター内農政係（�３３－

５１２７）までお願いします。

○提出期限

　平成１９年１月２５日（木）

○提出先

　交流センター内

　ふるさと振興室農政係

○届出書

　農政係にありますので係までお越

しください。また、連絡いただけれ

ば、送付します。

収
支
計
算
を
す
る
に
は

お
早
め
に
準
備
を

収
支
計
算
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん


